
「別海医療サポート隊 医
い

良
い

同友
どうゆう

」について  

 

 （社）北海道中小企業家同友会 釧根事務所 

 

１． 医良同友のあゆみ 

 

２００９年８月 ２０１０年度から町立別海病院の小児科医が不在になるとの話が持ち

上がる。背景には医師と医療スタッフの過酷な労働実態があり、地域の

医療を守り、地域経済の衰退を防止する観点から、医師の暮らしをサポ

ートする町民組織の設立を（社）北海道中小企業家同友会南しれとこ支

部別海地区会が決議する。その後同会会員を中心に、町民約１００名が

参加申し込み。 

 

２００９年１１月  ２９日に「医良同友」設立総会を開催。別海病院の医師・看護師と町民

約１４０名の参加でスタート。 

 

２００９年１２月  医良同友メンバーが別海病院前に入院患者・外来・スタッフのためにイ

ルミネーションを設置する。 

 

２０１０年１月   ２６日に役員会を開催。会員登録３００名を達成。 

３０日に医師・看護師と町民の交流会を開催。茨散
ばらさん

沼
とう

にてワカサギ釣り

を楽しむ。５５名が参加。 

 

２０１０年５月   １１日に役員会を開催。 

 

２０１０年６月   ２４日に総会を開催。 

 

 

２．「別海町中小企業振興基本条例」とのつながり 

 

 北海道野付郡別海町は２００９年４月１日に、全国の町村で初めて「中小企業振興基本条例」を

制定・施行した。制定にあたっては同友会南しれとこ支部別海地区会・別海町・別海町商工会の三

者で１年にわたる協議を重ね、２００９年１月に提案書を町長に提出、同年３月に議会で可決・制

定された。 

 医良同友設立の背景には、過酷な労働環境から体調を崩し、地域を離れる医師が増えることで医

療体制が崩壊し、町の人口減、地元中小企業の経営環境の悪化するとの見通しがあった。条例前文

に「活力あふれる別海町を築くための中小企業の自助努力と町・事業者・経済団体・町民のパート

ナーシップによる中小企業振興」が謳われており、医良同友の活動は、別海町中小企業振興基本条

例の理念とも合致した内容になっている。 
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「別海医療サポート隊 医
い

良
い

同友
どうゆう

」の発会について  

 

２００９年８月１７日 

一般社団法人 北海道中小企業家同友会 

南しれとこ支部 別海地区会 

 

 

○趣旨  別海町で企業を営む経営者にとって、従業員やその家族、町で働く

お客様の健康を守ることが愁眉の課題です。私たちの健康は別海町立病院の医師や

医療スタッフの皆さんによって支えられています。別海町立病院の医師やスタッフ、

札幌医大医師や札幌医大学生との交流活動を通して、皆さんに別海の魅力を理解し

ていただき、末永くこの地で医療活動続けていただく環境づくりをしたいと考えて

います。さらに札幌医大の地域医療活動にも貢献したいと思います。 

 

○発起人代表 一般社団法人 北海道中小企業家同友会南しれとこ支部  

       別海地区会 会長 寺井範男 

 

○発起人 一般社団法人 北海道中小企業家同友会 別海地区会幹事１９名 

    

○活動  交流事業（食事会・カヌー・釣り・狩猟・キャンプ・音楽会など） 

       学習活動（医師の講演） 

       札幌医大の地域医療活動への協力（医療調査研究活動） 

 

○対象  別海町市民１００名の賛同を目指す 

 

○会費  行事の都度、参加者から実費を集める 

【参考資料】
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「医
い

良
い

同友
どうゆう

」に入会しませんか 
 

皆様におかれましては益々ご清祥のこととお喜び申し上げます。 

さて、別海町で企業を営む経営者にとって従業員やその家族、町で働くお客様の健康を

守ることは重要な課題です。私たちの健康は別海町立病院の医師や医療スタッフの皆さん

によって支えられています。 

昨今のマスコミ報道では、患者の安易な時間外の受診による医師の疲弊や、医師の引き

揚げによる地域医療の崩壊が広がりを見せると共に、地域医療に従事する医師の不足や診

療科の偏在など、病院の診療体制の維持が困難になってきています。 

私たちは、町立別海病院の医師やスタッフ、札幌医科大学の医師や学生に、交流活動を

通して別海の魅力を理解していただき、末永くこの地で医療活動を続けていただくための

環境づくりをしたいと考え、別海医療サポート隊「医
い

良
い

同友
どうゆう

」を立ち上げました。 

本会の趣旨にご賛同いただき是非会員として加入されますようにお願い申し上げます。 

 

 

2009 年 11 月吉日 

別海医療サポート隊「医
い

良
い

同友
どうゆう

」 

会長 寺井 範男 

(一般社団法人 北海道中小企業家同友会 

 南しれとこ支部 別海地区会 会長） 

TEL 0154-31-0923 

FAX 0154-31-0944 

【参考資料】
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別海町医療サポート隊 「医良同友」規約 

 

(名称及び事務局) 

第1条 この会の名称を「別海町医療サポート隊 医
い

良
い

同友
どうゆう

」(以下、「医良同友」)と称し、

事務局を釧路市光陽町１１－７(一般社団法人 北海道中小企業家同友会 釧根事

務所内)におく。 

 

(目 的) 

第2条 この会は、地域医療を守るため町民と医師のコミュニケーションを図り、相互の親

睦と交流することを目的とする 

 

(会 員) 

第3条 この会の会員は、第２条の目的に賛同する「別海町民及び別海町内の企業等並びに

団体」であれば誰でも加入できる。 

２. この会の会員は、脱会の申出がない限り毎年自動的に継続される。 

３. この会を脱会するときは、あらかじめ届出なければならない 

 

(事 業) 

第4条 この会の目的の達成のため、次の事業を行う。 

(1) 地域医療確保に向けた各種活動の推進 

(2) 交流事業(会員と医師・医療スタッフとの交流促進を図ること。) 

(3) 学習活動(医師の講演) 

(4) 札幌医大地域医療活動への協力(医療調査研究活動) 

 

(役 員) 

第5条 この会を運営するために、次の役員をおく。 

顧  問           若干名 

会 長 １ 名 

副 会 長 若干名 

理 事 若干名 

事務局長 １ 名 

会 計 １ 名 

監 事 ２ 名 

２. 会長は、一般社団法人 北海道中小企業家同友会 南しれとこ支部別海地区会会長

とし、副会長以下の役員は会長が選任し、役員会で承認を受ける。 

 

【参考資料】
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(職 務) 

第6条 役員の職務は、次のとおりとする。 

会 長 会を代表し、会務を総括する。 

副 会 長 会長を補佐し、会長に事故あるときはこれに代わる。 

理 事 理事は会務執行方針決定に参加する。 

事務局長 この会の事務処理全般を司り、組織の円満な運営を図る。 

会 計 この会の会計事務を処理する。 

監 事 この会の事業の執行及び会計を監査する。 

 

(任 期) 

第7条 役員の任期は１年とする。ただし、再任は妨げない。 

２. 役員が欠員により就任した場合は、前任者の残任期間とする。また任期満了後であ

っても後任者が選任されるまでは、その職務を代理する。 

 

(会 議) 

第8条 この会の会議は、次のとおりとする。 

２. 総会は臨時総会のみとし、必要により開催することができる。また、役員会は必要

の都度会長が招集し、会議の議長は会長があたる。 

３. 報告、決算、計画、予算、役員選任については、役員会の議決とする。 

 

(事 業 年 度) 

第9条 この会の事業年度は、毎年４月１日に始まり翌年３月３１日に終わる。 

 

(収 入) 

第10条 この会の収入は、会合費、補助金、法人会費（一口１万円）、個人寄付をもって充

てる。 

 

(雑 則) 

第11条 この会の運営について、この規約に定めるもののほか必要な事項は、役員会の議決

を経て会長がこれを定める。 

 

 

（附 則） 

この規約は、２００９年１０月１日から施行する 

【参考資料】
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別海医療サポート隊「医
い

良
い

同 友
どうゆう

」入会申込書 

 

別海医療サポート隊 医良同友 

会長 寺井範男 様 

 

趣旨に賛同し、「医
い

良
い

同友
どうゆう

」に入会を希望します。      

■ＦＡＸ返信先（０１５４）３１－０９４４ 同友会釧根事務所行  

 

 
別海医療サポート隊 医良同友 入会申込書 

( フ リ ガ ナ )  

氏 名 

 

住 所 野付郡別海町         町    番地  

電 話 

 

Ｆ Ａ Ｘ 

 

Ｅ メ ー ル 

 

所属会社・団体 

 

【参考資料】
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【参考資料】 

 

（社）北海道中小企業家同友会機関紙 「北海道同友 第５８号」 
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（社）北海道中小企業家同友会 南しれとこ支部 会員向け報告（ホームページに掲載） 

１００名以上が参加して医良同友設立総会を開催 

南しれとこ支部別海地区会（寺井範男会長・６８社）は１１月２９日、「医良同友設立総会」を開き、会員１００名が参加し

ました。「医良同友（いいどうゆう）」は住民レベルでの医療サポートを目指して発足しました。寺井会長は「地域医療を守

るために出来る限りの事をして自分たちの健康を確保 する活動を行いたい」と挨拶しました。 

 町立別海病院の西村院長は「この町で生まれて一生を過ごせるような医療体制を確立したい。他地域とも連携して１次

医療から発展させた 1.5 次医 療へ向けた取り組みを行うため応援してほしい」と述べ、出席した来賓からも「協働の町づ

くりの理念に合致した事業であり期待している」、「町民一丸となっ た町づくりにも繋がることで大変心強い」、「今まで医

療問題はすべて行政任せになっていたが、実際に受診する住民一人一人が活動する医良同友は画期的で今 後が楽し

み」など熱い期待が寄せられました。 

 札幌から駆けつけた守代表理事も「子供たちが将来会員になっていくような輪が繋がっていくことを期待したい。企業

組織率が２８％を超える別海地 区会は全国トップレベルの地区会だ。全国の町村に先駆けて中小企業振興基本条例

が制定されたことでも注目されている。この勢いに乗って住んで安全、くらし て安心な町づくりをしてほしい」と語りまし

た。 

当日の来賓は以下の通り。 

別海町長・水沼猛氏、別海町議会議長・渡邊政吉氏、別海町副町長・磯田俊夫氏、別海町教育長・山口長伸氏、町立 

別海病院院長・西村進氏、同総師長・川瀬繁子氏、同事務長・真籠毅氏、別海町商工会会長・橋本淳一氏、別海町建設

業協会会長・高玉政行氏、別海漁業協同組 合専務理事・立澤靜夫氏、大地みらい信用金庫別海支店長・村上健明氏、

（社）北海道中小企業家同友会代表理事・守和彦氏 

主な役員は以下の通り。 

会長・寺井範男氏、副会長・山崎宏氏、篠田巌氏、鈴木麗子氏、千葉実氏、細田清氏、事務局長・山口寿氏、顧問・水沼

猛氏 

          

▲別海地区会 寺井会長           ▲水沼町長 

               
              ▲別海中央小学校音楽部の演奏 

【参考資料】
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釧路新聞 ２００９年１２月２８日（月） 
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釧路新聞 ２０１０年２月２日（火） 
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（社）北海道中小企業家同友会 南しれとこ支部会員向け報告（ホームページに掲載） 

医良同友交流会に５５名が 参加 別海地区会 

同友会・別海地区会が中心となって発足した「別海町医療サポート隊 医良同友（いいどうゆう）」（寺井範男

会長・３０３名）は１月３０日、厳冬期の健康づ くりと会員間の交流を目的として「氷上ワカサギ釣り＆スノ

ーモービル体験」を別海町茨散沼（ばらさんとう）で開催しました。 

 

 厳しい冷え込みと なったにもかかわらず５５名が参加し、会員有志の提供による豚汁、お汁粉、甘酒、トバ、

おにぎり、ワカサギ天ぷらが振る舞われ、参加者は白い息を吐きなが ら料理に舌鼓を打ちました。 

 挨拶に立った町立別海病院の西村院長は「このような機会を設けて頂き大変感謝している。別海町に住んでし

ばらく経つ がワカサギ釣りは初体験だ。スノーモービルにも是非挑戦したい」と述べました。 

 ベテランの釣り愛好家の手ほどきを受けた参加者は釣り挙げた活き の良いワカサギに歓声をあげていました。

またスノーモービル体験でも熟練者が親子連れに同乗して湖畔を走行する等、歓声の絶えない交流会になりまし

た。 

   

▲寺井地区会長              ▲水沼町長 

 

       

    ▲別海病院 西村院長 

 

    

【参考資料】
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北海道新聞 ２０１０年２月４日（木） 
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